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福島県東部における2012および2013年度の空間線量率の経時変化を分析した。研究の結果、全体的には、福島県東部でも線
量率が減少傾向を見せていることが判明したが、同時に、空間線量率の様々な異常性を発見した。例えば、線量率がピークを
形成したり、振動する現象を指摘した。
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